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平
成
27
年
度
当
初
予
算
を
可
決

一
般
会
計
予
算
は
前
年
度
当
初
比

3.4
％
減
の
36
億
５
１
０
０
万
円

　
第
１
回
定
例
会
が
３
月
４
日
か
ら
６
日
ま
で
の
３
日
間
開
か

れ
、
新
年
度
予
算
案
な
ど
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

●
ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
積
立
金

	

（
１
億
５
０
７
万
５
千
円
）

●
国
保
病
院
事
業
特
別
会
計
繰
出

金	

（
６
５
０
４
万
円
）

●
農
業
基
盤
整
備
工
事
費
（
繰
越

明
許
費
）	

（
９
７
６
万
円
）

●
道
営
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事

業
費
負
担
金
（
繰
越
明
許
費
）

	

（
３
５
５
万
５
千
円
）

●
青
年
就
農
給
付
金

	

（
３
７
５
万
円
）

●
除
排
雪
作
業
委
託
料

	

（
１
５
０
０
万
円
）

　
今
回
は
統
一
地
方
選
挙
を
控
え
、

義
務
的
な
経
費
と
継
続
認
定
さ
れ

た
補
助
事
業
を
主
と
し
た
骨
格
予

算
で
あ
り
、
一
般
会
計
が
36
億
５

１
０
０
万
円
、
特
別
会
計
が
21
億

６
７
０
８
万
７
千
円
の
合
計
58
億

１
８
０
８
万
７
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
政
策
的
な
予
算
は
、
選
挙
後
の

新
町
長
体
制
の
中
で
補
正
予
算
に

計
上
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

　
各
会
計
の
新
年
度
予
算
は
「
予

算
審
議
特
別
委
員
会
」
に
付
託

し
、
審
議
さ
れ
ま
し
た
。（
審
議

内
容
は
５
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。）

　
３
月
定
例
会
で
は
７
会
計
の
補

正
予
算
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
歳
入
歳
出
５
８
８
８
万
円
を
追

加
し
、
総
額
42
億
６
１
８
４
万
５

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
事
務
事
業
の
完
了
ま
た
は
所
要

見
込
額
を
勘
案
し
、
増
減
調
整
が

図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
追
加
さ
れ
た
主
な
も
の
は
次
の

と
お
り
で
す
。

（
各
会
計
の
補
正
額
は
次
頁
一
覧

表
を
参
照
）

　
年
度
　
　

当

初

予

算

27

　
年
度
　
　

補

正

予

算

26
一

般

会

計
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問
　
街
路
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
た
こ

と
に
よ
る
電
気
料
の
変
化
と
今
後

の
整
備
予
定
は

答
　
町
内
全
て
の
街
路
灯
を
取
り

替
え
、
そ
の
後
の
電
気
料
は
約
半

額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
他
に
も
何

カ
所
か
要
望
し
て
い
る
町
内
会
も

あ
る
の
で
、
さ
ら
に
整
備
の
可
能

性
は
あ
り
ま
す
。

問
　
経
営
転
換
協
力
金
に
つ
い
て

答
　
26
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
制
度

で
、
農
地
の
移
動
が
あ
っ
た
際
に

０
．
５
ｈ
ａ
以
下
が
20
万
円
、０
．

５
か
ら
２
ｈ
ａ
が
50
万
円
、
２
ｈ

ａ
を
超
え
る
と
70
万
円
が
農
地
の

貸
主
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

問
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
報
償
費

の
額
と
協
力
隊
員
の
今
後
に
つ
い

て答
　
報
償
費
は
２
０
０
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
協
力
隊
員
の
今

後
に
つ
い
て
は
、
経
済
動
向
を
見

な
が
ら
い
ろ
い
ろ
な
職
種
の
方
を

引
き
入
れ
、
厚
沢
部
町
に
最
大
の

効
果
が
出
せ
る
よ
う
活
躍
し
て
い

質
疑
応
答

（
要
旨
の
み
）

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問
　
各
小
中
学
校
ト
イ
レ
洋
式
化

工
事
が
終
了
し
た
が
、
暖
房
便
座

に
す
る
べ
き
で
は

答
　
毎
年
、
学
校
の
希
望
を
と
り

な
が
ら
進
め
て
き
て
お
り
ま
す

が
、
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
の
設
置
も

含
め
、
27
年
度
以
降
に
向
け
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　
一
般
被
保
険
者
療
養
給
付
費
な

ど
１
４
２
４
万
円
を
減
額
し
、
総

額
６
億
７
１
４
１
万
７
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

　
水
道
維
持
管
理
費
確
定
な
ど
５

５
４
万
３
千
円
を
減
額
し
、
総
額

１
億
２
６
９
８
万
９
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

　
新
町
市
街
地
線
公
共
桝
移
設
工

事
費
な
ど
３
９
９
万
６
千
円
を
減

額
し
、
総
額
１
億
２
９
３
４
万
５

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
収
益
的
収
入
及
び
支
出
に
つ
い

て
嘱
託
医
師
報
酬
な
ど
９
７
４
万

４
千
円
を
減
額
し
、
予
定
額
４
億

８
４
９
０
万
円
、
資
本
的
収
入
及

び
支
出
に
つ
い
て
施
設
改
修
整
備

費
１
８
万
７
千
円
を
減
額
し
、
予

定
額
２
５
７
１
万
１
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

●
選
挙
公
報
の
発
行
に
関
す
る
条

例
の
制
定

　
議
会
の
議
員
及
び
長
の
選
挙
に

●
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運

営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　
教
育
委
員
会
制
度
が
抜
本
的
に

改
革
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
関
連

す
る
８
本
の
条
例
を
一
括
し
て
一

部
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　
事
務
事
業
確
定
な
ど
１
０
万
円

を
減
額
し
、
総
額
６
３
６
９
万
６

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
保
険
事
業
勘
定
は
施
設
介
護

サ
ー
ビ
ス
等
給
付
費
な
ど
４
５
４

６
万
８
千
円
を
減
額
し
、
総
額
６

億
２
７
６
万
円
に
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
事
業
勘
定
は
１
万
３
千
円
を
追

加
し
、
総
額
２
０
０
万
５
千
円
と

国

保

会

計

簡
易
水
道
会
計

農
業
集
落
排
水
会
計

国
保
病
院
会
計

後
期
高
齢
者
医
療
会
計

介
護
保
険
会
計

な
り
ま
し
た
。

発
　

議

条
　

例

お
い
て
、
有
権
者
へ
公
平
か
つ
平

等
に
公
約
を
伝
え
る
方
法
と
し
て

有
効
で
あ
る
と
の
観
点
か
ら
、
制

定
す
る
も
の
で
す
。

●
過
疎
地
域
自
立
促
進
の
た
め
の

固
定
資
産
税
の
課
税
の
特
例
に
関

す
る
条
例
の
制
定

　
製
造
業
な
ど
が
生
産
設
備
等
に

投
資
し
た
場
合
、
そ
れ
に
係
る
固

定
資
産
税
の
負
担
を
軽
減
し
よ
う

と
制
定
す
る
も
の
で
す
。

●
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お

け
る
包
括
的
支
援
事
業
の
実
施
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制

定●
指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事
業

の
人
員
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介

護
予
防
支
援
等
に
係
る
介
護
予
防

各会計補正予算額一覧表
区分

会計名
補　正　額 補正後の額

一 般 会 計 5888万円 42億6184万5千円

国民健康保険事業特別会計 △　1424万円 6億7141万7千円

後期高齢者医療特別会計 △　10万円 　　6369万6千円

介 護 保 険 事 業
特 別 会 計

保険事業勘定 △　4546万8千円 6億276万円

介護サービス
事 業 勘 定

　1万3千円 200万5千円

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 △　554万3千円 1億2698万9千円

農業集落排水事業特別会計 △　399万6千円 1億2934万5千円

国民健康保険病院
事 業 特 別 会 計

収益的収入
及 び 支 出

△　974万4千円 4億8490万円

資本的収入
及 び 支 出

△　18万7千円 2571万1千円
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の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

制
定

●
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
及
び
指
定
地
域
密
着
型
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定
に

関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　
以
上
の
３
条
例
は
第
３
次
地
域

主
権
一
括
法
で
介
護
保
険
法
が
改

正
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
所
要
の

基
準
等
を
定
め
る
条
例
を
制
定
及

び
一
部
改
正
す
る
も
の
で
す
。

●
行
政
手
続
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定

●
厚
沢
部
町
議
会
の
議
員
の
議
員

報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定

●
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の

の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　
以
上
の
２
条
例
は
人
事
院
勧
告

に
基
づ
き
職
員
等
の
手
当
を
改
正

し
よ
う
と
す
る
こ
と
に
伴
い
、
一

部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

●
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

●
職
員
に
対
す
る
寒
冷
地
手
当
支

給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定

　
以
上
の
２
条
例
は
人
事
院
勧
告

に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

●
館
地
区
憩
い
の
家
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定

　
入
浴
料
の
軽
減
対
象
者
を
拡
大

し
よ
う
と
す
る
一
部
改
正
で
す
。

●
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

●
う
ず
ら
温
泉
宿
泊
施
設
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　
以
上
の
２
条
例
は
入
湯
税
の
み

で
入
浴
可
能
な
対
象
者
を
拡
大
し

よ
う
と
す
る
一
部
改
正
で
す
。

●
保
育
所
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定

●
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定

　
介
護
保
険
料
の
改
定
な
ど
所
要

の
一
部
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

問
　
介
護
保
険
料
の
増
額
に
つ
い

て答
　
想
定
さ
れ
る
保
険
料
給
付
等

を
試
算
し
、
基
金
を
取
り
崩
し
た

う
え
で
、
基
準
額
を
４
９
０
０
円

か
ら
５
３
０
０
円
に
増
額
し
ま
し

た
。

問
　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
内
容

は答
　
商
工
会
と
の
打
合
せ
後
に
決

定
し
ま
す
が
、
１
万
３
千
円
分
を

１
万
円
と
す
る
も
の
を
４
４
０
０

セ
ッ
ト
用
意
し
、
販
売
時
期
は
６

月
中
旬
以
降
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

●
任
期
満
了
に
伴
う
人
権
擁
護
委

員
の
推
薦
に
つ
い
て
、
土
谷
清
一

さ
ん
（
赤
沼
町
）
を
推
薦
す
る
こ

と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
第
１
回
臨
時
会
が
３
月
23
日
招

集
さ
れ
、
補
正
予
算
等
３
件
を
審

議
し
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事
業

費
補
助
金
（
繰
越
明
許
費
）
等
５

５
１
１
万
円
を
追
加
し
、
総
額
４

３
億
１
６
９
５
万
５
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

質
疑
応
答

（
要
旨
の
み
）

質
疑
応
答

（
要
旨
の
み
）

人
　

事

３月23日

臨

時

会

一

般

会

計

　
年
度
　
　

補

正

予

算

26

　第１回臨時会で意見書２件を原案どおり可決し、関
係省庁に提出しました。（内容省略）

●ＴＰＰ交渉等国際貿易交渉に係る意見書
　提出先　内閣総理大臣

●農協関係法制度の見直しに関する意見書
　提出先　内閣総理大臣、農林水産大臣

意見書を提出しました

　
小
野
則
昭
議
員
、
伊
藤
克

博
議
員
が
全
国
町
村
議
会
議

長
会
か
ら
、
町
議
会
議
員
と

し
て
15
年
以
上
に
わ
た
り
地

方
自
治
の
振
興
・
発
展
に
貢

献
し
た
功
績
に
よ
り
表
彰
さ

れ
た
も
の
で
、
３
月
定
例
会

の
冒
頭
、
鈴
木
議
長
か
ら
伝

達
さ
れ
ま
し
た
。

自治功労表彰を授与された小野議員、伊藤議員（３月４日）

表
　
彰

全
国
町
村
議
会
議
長
会
か

ら
自
治
功
労
表
彰
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平
成
27
年
度
各
会
計
予
算
に
つ

い
て
、
予
算
審
議
特
別
委
員
会
に

付
託
し
、
３
月
５
日
、
６
日
の
２

日
間
審
議
さ
れ
、
各
会
計
と
も
原

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
特
別
委
員
会
で
交
わ
さ
れ
た

主
な
質
疑
の
内
容
を
要
約
し
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

問
　
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

の
申
請
内
容
に
つ
い
て

答
　
対
象
要
件
を
満
た
す
事
業
に

対
し
、
国
の
予
算
の
範
囲
内
で
交

付
さ
れ
ま
す
。
一
年
前
か
ら
要
望

書
を
提
出
し
て
お
り
、
27
年
度
は

橋
梁
長
寿
命
化
事
業
や
公
営
住
宅

緑
町
Ｂ
団
地
新
築
工
事
等
が
交
付

対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
　
町
有
林
素
材
売
払
収
入
に
関

一

般

会

計

す
る
場
所
、
面
積
、
樹
種
に
つ
い
て

答
　
富
里
、
鶉
地
区
を
予
定
し
て

お
り
、
約
25
ｈ
ａ
の
面
積
で
、
樹

種
は
ト
ド
松
と
杉
で
す
。

問
　
広
告
企
画
宣
伝
業
務
委
託
料

の
内
容
に
つ
い
て

答
　
ラ
ジ
オ
放
送
「
ち
ょ
っ
と
暮

ら
し
北
海
道
」
や
、
東
京
等
で
行

う
北
海
道
物
産
展
な
ど
の
Ｐ
Ｒ

費
、
当
町
特
産
品
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

代
金
な
ど
で
す
。

問
　
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

に
つ
い
て

答
　
昨
年
の
応
援
ツ
ア
ー
が
大
好

評
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
新
年
度

も
予
定
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

後
援
会
発
足
ま
で
の
準
備
を
町
で

進
め
て
い
き
た
い
。

問
　
熊
等
駆
除
捕
獲
報
償
費
の
増

額
に
つ
い
て

答
　
熊
は
１
０
０
㎏
未
満
を
５
千

円
ア
ッ
プ
で
３
万
円
、
１
０
０
㎏

以
上
は
１
万
円
ア
ッ
プ
で
４
万

円
、
鹿
は
１
万
円
ア
ッ
プ
で
２
万

円
と
し
ま
し
た
。

問
　
有
害
鳥
獣
捕
獲
用
備
品
購
入

費
に
つ
い
て

答
　
新
年
度
か
ら
熊
の
く
く
り
罠

に
つ
い
て
は
原
則
許
可
し
な
い
た

め
、
捕
獲
用
檻
を
５
基
追
加
す
る

も
の
で
す
。

問
　
橋
梁
長
寿
命
化
工
事
費
の
内

容
に
つ
い
て

答
　
場
所
は
当
路
橋
で
、
欄
干
の

交
換
、
橋
桁
の
塗
装
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

問
　
教
育
振
興
費
に
て
小
学
生
の

防
犯
ベ
ル
の
更
新
は
で
き
な
い
か

答
　
入
学
児
童
に
町
内
会
連
絡
協

議
会
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
、

在
校
生
の
も
の
は
破
損
等
の
確
認

を
学
校
で
行
い
、
補
充
に
つ
い
て
は

関
係
機
関
と
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
　
学
力
向
上
の
た
め
購
入
し
た

Ｄ
Ｓ
の
活
用
状
況
は

答
　
最
近
は
授
業
の
中
で
時
間
が

あ
ま
り
と
れ
な
い
こ
と
が
多
く
、

十
分
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

問
　
地
方
創
生
に
向
け
て
強
い
行

政
体
質
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
、

３
期
目
に
向
け
て
の
決
意
と
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
に
使
う
お
金
を
チ
ェ
ッ
ク

平成27年度　予算額一覧表
区　分

会計名
平成27年度
当初予算額

平成26年度
当初予算額

増減率

一 般 会 計 36億5100万円 37億8000万円 △ 3.4％

特
　
別
　
会
　
計

国 保 会 計 7億5376万2千円 6億6876万9千円 12.7％

後 期 高 齢 者
医 療 会 計

6622万6千円 6764万7千円 △ 2.1％

介護
保険
会計

保 険 事
業 勘 定

5億9000万9千円 6億4547万3千円 △ 8.6％

サービス
事業勘定

200万円 199万2千円 0.4％

簡 易 水 道 会 計 7263万9千円 1億64万円 △ 27.8％

集 落 排 水 会 計 1億4222万4千円 1億3387万2千円 6.2％

病 院 会 計 5億4022万7千円 5億4779万円 △ 1.4％

合　　計 58億1808万7千円 59億4618万3千円 △ 2.2％

質　問　１

町
民
の
幸
せ
の
た
め
、
全
身
全

霊
で
取
り
組
む

渋
田
町
政
３
期
目
に
向
け
た
決
意
と
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
に
つ
い
て

渋

田

町

長

山

崎

孝

議

員

山崎議員

～
聞
い
て
み
た
い
、こ
ん
な
こ
と
～
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答
　
私
は
こ
れ
ま
で
、
常
に
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
の
１
番
目
に
農
業
を
据

え
て
き
ま
し
た
。
農
業
の
発
展
な

く
し
て
厚
沢
部
町
の
発
展
は
あ
り

得
ま
せ
ん
し
、
こ
れ
か
ら
も
そ
れ

を
基
本
に
進
ん
で
い
く
つ
も
り
で

す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
人
生
の
経

験
と
知
識
、
人
脈
な
ど
全
て
を
駆

使
し
厚
沢
部
町
発
展
の
た
め
に
奮

闘
し
、
町
民
一
人
ひ
と
り
の
幸
せ

を
願
い
、
地
方
創
生
を
は
じ
め
と

す
る
全
て
の
事
業
に
対
し
て
全
身

全
霊
で
取
り
組
む
覚
悟
で
お
り
ま

す
。

　
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
具
体
的
な
内

容
に
つ
い
て
は
、
こ
の
場
で
述
べ

る
も
の
で
は
な
く
、
選
挙
戦
の
中

で
明
ら
か
に
す
べ
き
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

問
　
２
０
１
４
年
の
厚
沢
部
町
へ

の
転
入
は
１
１
３
人
、
転
出
が
１

６
２
人
で
49
人
の
転
出
超
過
と

な
っ
て
い
る
。
国
、
道
で
も
人
口

減
少
対
策
は
最
重
要
課
題
と
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
中
、当
町
の「
成

長
戦
略
プ
ラ
ン
」
の
進
捗
状
況
と

「
第
５
次
総
合
計
画
」
と
の
整
合

答
　「
成
長
戦
略
プ
ラ
ン
」
は
27

年
度
末
ま
で
に
策
定
報
告
を
求
め

ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
現
在
順
次

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
柱
と
な
る

成
長
分
野
は
①
仕
事
づ
く
り
、
②

人
の
流
れ
、
③
結
婚
・
出
産
・
子

育
て
、
④
ま
ち
づ
く
り
と
な
っ
て

い
て
、
幅
広
い
分
野
の
メ
ン
バ
ー

に
よ
る
推
進
組
織
で
の
検
討
を
求

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
統

一
地
方
選
挙
が
終
わ
り
次
第
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
策
定
に
当
た

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
総
合
計
画
と
の
整
合
性

に
つ
い
て
は
、
目
的
や
政
策
が
必

ず
し
も
一
致
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
当
町
と
し
て
の
こ
れ

ま
で
の
取
組
み
が
地
方
創
生
の
考

え
方
と
合
致
す
る
部
分
も
多
く
、

特
に
問
題
は
生
じ
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

質問２

人
口
減
少
下
で
の
成
長
戦

略
の
構
築
と
総
合
計
画
と

の
整
合
性
に
つ
い
て

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
ち策

定

導
入
に
向
け
積
極
的

に
取
り
組
む

き
め
細
か
な
申
請
対

応
を
検
討

性
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

問
　

①
国
か
ら
提
示
さ
れ
た
予
算
額
は

い
く
ら
か
。

②
当
町
へ
の
内
示
額
は
い
く
ら
か
。

③
地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援
の

実
施
計
画
の
内
容
は
。

④
地
方
創
生
先
行
型
の
計
画
内
容

は
。

答
　

①
地
域
消
費
喚
起
・
生
活
支
援
型

が
２
５
０
０
億
円
、
地
方
創
生
先

行
型
が
１
７
０
０
億
円
で
す
。

②
地
域
消
費
喚
起
・
生
活
支
援
型

が
１
１
８
３
万
３
千
円
、
地
方
創

生
先
行
型
が
３
２
２
９
万
３
千
円

で
す
。

③
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発
行
を

計
画
、
１
セ
ッ
ト
13
枚
を
１
万
円

と
し
４
４
０
０
セ
ッ
ト
発
行
、
厚

質　問　１

国
と
の
事
前
協
議
を
実
施

地
方
向
け
交
付
金
に
つ
い
て
（
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
法
）

渋

田

町

長

加
藤
古
志
男
議
員

加藤議員

沢
部
商
工
会
に
依
頼
し
ま
す
。

④
総
合
戦
略
策
定
、
移
住
促
進
、

観
光
振
興
、
子
育
て
支
援
の
４
計

画
に
つ
い
て
国
と
事
前
協
議
し
て

い
ま
す
。

問
　
受
領
委
任
払
い
制
度
を
導
入

す
べ
き
で
は
。

答
　
現
在
は
償
還
払
い
制
度
で
対

応
し
て
い
る
が
、
受
領
委
任
払
い

は
利
用
者
の
経
済
的
負
担
が
軽
減

さ
れ
る
な
ど
の
利
点
が
あ
る
の

で
、
導
入
に
向
け
積
極
的
に
取
り

組
み
ま
す
。

問
　

①
冬
期
生
活
支
援
事
業
の
申
請
数

は
。

②
合
併
処
理
浄
化
槽
の
検
査
料
助

成
の
申
請
率
は
。

答①
申
請
世
帯
が
２
６
１
世
帯
、
支

給
決
定
世
帯
は
２
４
９
世
帯
で
す
。

②
２
月
末
現
在
で
対
象
者
２
６
５

名
の
内
２
３
５
名
が
申
請
、
88
．

７
％
の
申
請
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

質問 2

受
領
委
任
払
い
制

度
に
つ
い
て

質問 3

冬
期
生
活
支
援
及
び

合
併
浄
化
槽
の
検
査

料
助
成
に
つ
い
て

まちの議会を
　　傍聴してみませんか
町政はあなたのために
　次の定例会は６月下旬の予定です。

手続きは、議会事務局備え付けの傍聴者名簿に
住所・氏名を記入するだけです。
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　本特別委員会では、厚沢部町議会が地方分権に対応でき自主性・自立性を発揮するために、その方策や課題

について様々な分野から必要な事項を調査・研究し、自らの議会改革を積極的に推進するために、８回にわた

る調査を行ってきたところである。

１．	調査年月日　平成26年6月18日、平成26年7月24日、平成26年8月26日

　　　　　　　　平成26年9月8日、平成26年10月14日、平成26年11月20日

　　　　　　　　平成26年12月10日、平成27年2月23日

２．	調査事項　議会改革に関する調査

３．調査の経過

　１）第１回（平成26年6月18日）

　�　道内で制定されている議会基本条例を抽出調査し、全国で最初に議会基本条例を制定した栗山町ほか４町

の条例を選定して、条例ごとに規定されている項目や内容についての調査研究を行い、それぞれの特徴を分

析するとともに、以後の調査の進め方について協議した。

　２）第２回（平成26年7月24日）

　�　第１回調査に引き続き、選定した５町の議会基本条例について、

条文構成及び規定されている項目と内容の詳細について調査研究

を進めた。

　３）第３回（平成26年8月26日）

　�　檜山管内で唯一、議会基本条例を制定して議会活動に取り組んでいる今金町議会に出向き、条例制定の経

緯・内容・運用状況等について説明を受け、説明内容を基に今金町議会との意見交換を行った。

　４）第４回（平成26年9月8日）

　�　第３回調査での内容を整理検討し、当町における議会基本条例の必要性について意見集約を行った。

　５）第５回（平成26年10月14日）

　�　議会基本条例の規定により通年議会を実施するなど、先駆的に議会改革に取り組んでいる福島町議会の取

組内容について調査研究を行った。

　６）第６回（平成26年11月20日）

　�　第５回調査での内容を踏まえて福島町議会に出向き、開かれた議会づくりの足どりと議会改革・議会基本

条例の内容について資料提供を受け、資料の内容を基に福島町議会との質疑応答及び意見交換を行った。

　７）第７回（平成26年12月10日）

　�　第６回調査での内容を整理検討し、当町において必要と思われ

る議会改革の取組みについて意見集約を行い、改革すべき項目の

洗い出しを行った。

　８）第８回（平成27年2月23日）

　　調査報告書の内容精査を行った。

議会改革推進特別委員会報告書

第１回調査

福島町議会視察調査
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今
年
は
、
雪
解
け
が
早
く
３
月
は

気
温
が
10
度
以
上
の
日
も
続
き
、
春

も
足
早
に
や
っ
て
き
た
よ
う
で
す
。

農
家
の
春
作
業
も
平
年
よ
り
早
め
に

始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
自
分
た
ち
の
中
学
校
の
頃
は
５
月

の
田
植
え
か
ら
始
ま
っ
て
、
畑
作
、

自
家
用
野
菜
の
順
番
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
特
に
田
植
え
は
大
勢
の
親
戚

や
近
所
の
方
が
手
伝
い
に
来
て
、
お

祭
り
の
よ
う
に
賑
や
か
で
し
た
。
自

分
た
ち
も
自
転
車
で
苗
運
び
や
田
ん

ぼ
に
苗
ま
き
を
手
伝
っ
た
記
憶
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
田
植
え
も
手
植
え

か
ら
機
械
植
え
に
な
っ
た
の
は
昭
和

50
年
頃
で
自
分
が
農
業
を
始
め
た
頃

で
す
。
さ
ら
に
今
は
、
機
械
植
え
で

も
移
植
と
直
播
栽
培
が
あ
り
ま
す
。

直
播
は
手
間
が
少
な
く
、
低
蛋
白
で

食
味
も
い
い
よ
う
で
す
。
昨
年
は
道

産
米
で
、
ゆ
め
ぴ
り
か
、
な
な
つ
ぼ

し
、
さ
ら
に
ふ
っ
く
り
ん
こ
が
お
米

の
最
高
品
質
特
Ａ
に
選
ば
れ
ま
し

た
。
稲
作
農
家
と
し
て
大
変
う
れ
し

く
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら

米
の
消
費
量
は
減
り
、
そ
し
て
Ｔ
Ｐ

Ｐ
問
題
と
大
変
厳
し
い
状
況
で
す
。

北
海
道
米
は
品
質
も
食
味
も
よ
く
、

特
に
厚
沢
部
産
米
は
道
南
で
は
一
番

お
い
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
、

ご
飯
と
味
噌
汁
、
野
菜
、
牛
乳
を
た

く
さ
ん
食
べ
て
、
飲
ん
で
、
健
康
で

長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

（
ま
）

　
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

　
　
委

員

長
　
高
田
　
一
弥

　
　
副
委
員
長
　
浜
塚
　
久
好

　
　
委
　
　
員
　
松
村
　
松
雄

　
　
委
　
　
員
　
下
川
部
洋
伸

４．調査意見

　　以上の調査結果を踏まえ、本特別委員会では次のとおり提言する。

　�　厚沢部町議会は従来からも議会改革に取り組んできたところであるが、議会基本条例については、議会改

革を体系的かつ継続的・効果的に進める上で制定することが望ましい。ただし、制定に当たっては当町議会

の独自性や活動内容に照らし合わせ検証するなど、条例の内容をより具体的かつ実効性の高いものとして練

り上げ、生きた条例として議会・議員活動に活かされる内容となるよう留意して取り進めなければならない。

また、議会基本条例の制定が目的ではなく、制定した条例を活かすことが大切であり、制定後も日々、当町

議会の活動を条例に照らし合わせ確認していくことが重要である。

　�　議会基本条例の制定を見据えた中で、改革が必要と判断される項目については、条例制定に先行して逐次

改革を進めていくことが、具体性を持つ生きた条例をつくるための重要な過程となるものである。なお、以

下の項目については当町議会として早い段階での改革又は実施に向けた検討が必要と思われる。

　・�議員協議会の在り方（事前協議のための開催について、議場において活発な議論展開がされるように、

傍聴及び公開の在り方も含めた改革）

　・�公職選挙法第172条の2に規定される選挙公報の発行について（議会議員選挙に立候補する者が、有権

者へ公平かつ平等に公約を伝える方法として有効であるとの観点から、選挙管理委員会への要請を検討）

　・傍聴者への閲覧用資料（議案等）の配布

　
　
第
４
回
調
査
日
　
２
月
13
日

■
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
関
す
る
取
組

み
に
つ
い
て

　
道
南
で
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
導
入

に
係
る
運
航
概
要
、
ラ
ン
デ
ブ
ー

ポ
イ
ン
ト
、
要
請
か
ら
搬
送
ま
で

の
流
れ
、
搬
送
先
病
院
、
運
航
経

費
、
道
内
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
出
動
状

況
等
に
つ
い
て
資
料
に
よ
り
説
明

を
受
け
た
。

　
基
地
病
院
で
あ
る
市
立
函
館
病

院
か
ら
の
運
航
範
囲
や
、
夜
間
運

航
は
で
き
な
い
た
め
季
節
に
よ
り

変
動
す
る
運
航
時
間
、
最
大
２
名

ま
で
の
患
者
搬
送
、
ま
た
ラ
ン
デ

ブ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
選
定
に
関
し
て

は
、
広
さ
や
地
盤
等
の
条
件
に
よ

り
夏
・
冬
に
分
け
て
候
補
地
が
選

定
さ
れ
て
い
る
と
の
説
明
を
受
け

た
。
さ
ら
に
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
要
請

の
た
め
の
救
急
隊
員
の
現
場
で
の

判
断
基
準
、
病
院
搬
送
ま
で
の
詳

細
な
流
れ
に
つ
い
て
の
説
明
を
受

け
、
今
後
は
当
救
急
シ
ス
テ
ム
を

迅
速
に
運
航
す
る
た
め
の
消
防
署

職
員
の
更
な
る
訓
練
、
研
修
機
会

の
提
供
が
必
要
と
考
え
る
。
平
成

27
年
２
月
16
日
か
ら
運
航
が
開
始

さ
れ
て
い
る
が
、
道
南
圏
に
お
い

て
も
約
４
０
０
件
の
出
動
件
数
が

見
込
ま
れ
て
お
り
、
地
域
住
民
へ

の
医
療
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
な
が

る
も
の
と
期
待
す
る
。

委
員
会
活
動

　
総
務
文
教
常
任
委
員
会
で
行
っ
た
第
４
回
所
管
事
務
調
査
の
内
容
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

○
総
務
文
教
常
任
委
員
会

委員会活動状況

月日 委　員　会　名
出　席
委員数

活　動　内　容

３

２ 議会運営委員会 ４名 第１回定例会について

23 議会運営委員会 ４名 第１回臨時会について

23 議会広報編集特別委員会 ４名 広報№83号の編集について

４
８ 議会広報編集特別委員会 ４名 広報№84号の編集について

14 議会広報編集特別委員会 ３名 広報№84号の編集について
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